



Immediate effects of thoracic spine self-mobilization in patients with mechanical 




























 適格基準は年齢 20 歳以上，メカニカルな頸部痛，日本語版 NDIのスコアが 15%以上とし，
除外基準は 2 か月以内のむち打ち損傷の既往，強度の胸椎後彎，脊髄症，重度の頚椎症性
神経根症，癌，感染症，リウマチ，強直性脊椎炎，認知障害としている．  
 主要アウトカムは，頸部痛患者の障害レベルを評価するために日本語版 NDI を使用して







第 1 胸椎棘突起と第 4 胸椎棘突起の間に横向きに置く．患者には胸椎を 3 秒かけて最終域
まで屈曲してから 3秒かけて最終域まで伸展させる．これを 10回行った後，器具を第 5胸




かけて体幹を後傾してもらうことを 10回 2セット行わせる． 











































































effects of thoracic spine self-mobilization in patients with mechanical neck pain: 
A randomized control trial 
和文名「頸部痛患者に対する胸椎セルフモビライゼーションの即時効果：ランダム化比較
試験」は，最終審査及び最終試験は合格と判断する． 
